
ＳＤＧｓのゴールとの関係

❚ＳＤＧｓのゴールとの関係

❚ＳＤＧｓのゴールとの関係

❚ＳＤＧｓの
ゴールとの
関係

❚ＳＤＧｓの
ゴールとの
関係

❚ＳＤＧｓの
ゴールとの
関係

港にぎわい公園づくり推進計画（素案） 概要

港にぎわい公園づくり推進計画とは

現状認識と課題

策定の方向性

長期的な考え方の継承

区民、事業者等の役割拡大を
踏まえた施策・取組の再構築

社会的要請、利用者ニーズを
踏まえた公園等の機能更新

安全・安心で快適な利用の
維持・向上

適切な進行管理と
５地区が連携する推進体制
の構築

まちにみどりを、暮らしにうるおいを、人々に笑顔を
ともにつくるにぎわい公園

特性やニーズに
応じた公園づくり

公園がもつ基本的機能の向上

にぎわい
ステージ１

にぎわい
ステージ２

新たな交流やつながり
を生む公園づくり

基本方針１ 個性ある公園をつくり、つなぐ 区、事業者

主な担い手

基本方針２ 公園からまちのにぎわいを生み出す 区、指定管理者
ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ団体

基本方針３ みんなで公園を育てる 全ての主体

やすらぎともてなしの公衆トイレづくり

基本方針１ 誰もが安心して利用できる公衆トイレづくり

基本方針２ 必要とされる場所に利用しやすい公衆トイレづくり

基本方針３ 創意工夫による質の高い公衆トイレづくり

◆ 理念

◆ 公園づくりの目標イメージ

◆ 基本方針と施策の方向

社会状況の変化に合わせ基本的機能を
アップデートしつつ、ハードとソフト
双方のレベルアップによる好循環を生
み出していく

○みどりのネットワークの核となる公園等の整備
○個性を伸ばす公園づくり
○公園の基本的機能の向上

◆ 理念

◆ 基本方針と施策

○公園等の魅力の発信
○公園等の特色を生かしたにぎわい創出
○安心して使える公園づくり

○区民協働の公園づくり
○公園等の活用可能性を広げる仕組みづくり
○推進体制づくり

○公衆トイレのデザイン向上
○他の公共施設整備との連携
○専門家の助言や利用者意見の反映の検討

○ユニバーサルデザインのトイレ整備
○公共施設・民間施設のトイレ活用
○公衆トイレ機能の適正配置の検討

○清潔なトイレの維持
○公衆トイレの安全対策
○公衆トイレの案内整備

１

２

３

４

５

○長期的な考え方を示す理念の継承
○目標、基本方針、施策は、社会状況や利用者ニーズ

の変化、区の取組の成果と課題等を踏まえ見直し

○区、区民、事業者、指定管理者、ＮＰＯ・まちづ
くり団体等の役割の整理

○「みなで公園等を柔軟に使いこなす」「よりよい
公衆トイレを実現する」という視点に立った施
策・取組の再構築

○ゼロカーボンシティの実現や防災・減災、気候変
動への適応に資する機能の充実

○バリアフリー、ユニバーサルデザイン、インク
ルーシブ公園、ダイバーシティ等への対応の充実

○多様な遊び、「新しい生活様式」の中での心身の
リフレッシュにつながる機能の充実

○歴史・文化・自然等の固有の資源を大切にした公
園等の整備・活用

○安全・安心、快適な利用を支える取組（施設の安
全管理と長寿命化、清潔さの向上や防犯対策等）
の継続

○多様な利用者へのわかりやすい情報提供の取組の
継続

○公園事業全体の進行管理（ＰＤＣＡ）の実施
○５地区の担当・指定管理者が相互に連携・情報共

有することによる質の更なる向上につながる体制
構築

目 的

期 間

対 象

令和４（2022）年度から５年間

年齢層に関係なく幅広い人々が利用できる「にぎわいある公園」を
めざし、公園・緑地の整備、管理、利用に関する基本的な考え方と、
区、区民、事業者等が協働して進める具体的取組を示すもの。

●公園・緑地：区の公園等、都・国の公園、民間のオープンスペース
●公衆トイレ：公衆便所及びこれを補完する公園等のトイレ

公
園
・
緑
地

公
衆
ト
イ
レ

① 公園等に期待する
役割、利用者の
ニーズの変化に
応える公園づく
り

➡遊びの利用に関するニーズの拡大

➡３密を避けた利用
➡身近な場所での遊びや、心身のリフレッ

シュの場としての利用ニーズの拡大

○前方針策定時から増加した子どもの人口

○新型コロナウイルス感染症拡大を機とした
生活様式の変化

➡公園・緑地が果たす役割の拡大（防災・
減災、ユニバーサルデザイン、インク
ルーシブ公園など）

○誰もが住みやすく、安全に安心して暮らせ
るまちづくり

○指定管理者制度の全面導入（Ｈ29～）によ
る管理体制の変化

○開発事業等のまちづくりが活発な地域特性

○都市公園法等の改正

① 公衆トイレの老朽
化 対 策 と 快 適
性・安全性・清
潔さの向上

【継続課題】

○築30 年以上の公衆便所が約半数を占め、
管理水準が一定でも低下した利用者満足度

② 民間活力等の導入
に関する施策の見
直し

○様々な社会的要請（衛生面、ユニバーサル
デザイン、ダイバーシティ等）

○実現に至らなかった民間活力導入に関す
る取組

現状認識 課 題

② 指定管理者の存在
を前提とした取組
と推進体制の見直
し

③ 担い手の多様化・
新たな制度を視野
に入れた協働の
バージョンアップ

➡利用者満足度の向上、情報発信、イベン
ト等の取組活性化

現状認識 課 題

➡民間との連携手法の拡大

➡民間と連携した公園等の整備も活発

➡エリアマネジメント団体など、公園づく
りに参加する可能性のある多様な担い手
が存在

➡老朽化対策が急務

➡誰もが利用しやすいトイレの提供に向け、
対応が必要

➡コスト面からのアプローチではなく、
民間が有するリソースを生かすという
観点が必要

第Ⅰ編 港にぎわい公園づくり推進計画策定の考え方
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事業者

区
事業者
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基本方針 施策の方向 施策名
素案

ページ

基本方針１

誰もが安心して利用できる

公衆トイレづくり

維持管理の

向上

１－１ 清潔なトイレの維持 71

１－２ 公衆トイレの安全対策 71

１－３ 公衆トイレの案内整備 72

基本方針２

必要とされる場所に利用しやすい

公衆トイレづくり

機能の向上

２－１ ユニバーサルデザインのトイレ整備 74

２－２ 公共施設・民間施設のトイレ活用 75

２－３ 公衆トイレ機能の適正配置の検討 75

基本方針３

創意工夫による質の高い

公衆トイレづくり

質の向上

３－１ 公衆トイレのデザイン向上 77

３－２ 他の公共施設整備との連携 78

３－３ 専門家の助言や利用者意見の反映の検討 78

第Ⅳ編 地区別の方針

基本方針 施策の方向 施策
素案

ページ

基本方針１

個性ある公園を

つくり、つなぐ

１－１ みどりのネットワークの

核となる公園等の整備

１－１－１ 公園等の整備 32

１－１－２
民間と連携した公園等・オープンスペース

の確保
33

１－２ 個性を伸ばす公園づくり

１－２－１ 遊び空間の創出 35

１－２－２ 特色を生かした公園づくり 36

１－２－３ 計画的な公園等のリニューアル 37

１－３ 公園の基本的機能の向上

１－３－１ インクルーシブな公園の整備 39

１－３－２ 多様な利用者への配慮 40

１－３－３ 防災機能の強化 41

１－３－４ 環境配慮の推進 42

１－３－５ 利便性の向上 43

基本方針２

公園からまちの

にぎわいを

生み出す

２－１ 公園等の魅力の発信 ２－１－１ 各種媒体等による情報発信 45

２－２ 公園等の特色を生かした

にぎわい創出

２－２－１ 公園等を楽しむメニューやサービスの充実 47

２－２－２ 多様な主体との連携による公園活用 49

２－３ 安心して使える公園づくり

２－３－１ 遊具等の安全対策と長寿命化 51

２－３－２ 樹木の適切な維持管理 52

２－３－３ 防犯対策の推進 53

２－３－４ ウィズコロナの公園利用 54

基本方針３

みんなで公園を

育てる

３－１ 区民協働の公園づくり
３－１－１ 公園整備・管理における協働の推進 56

３－１－２ 区民等の意見の収集と反映 58

３－２ 公園等の活用可能性を

広げる仕組みづくり

３－２－１ 利活用促進に向けた規制緩和の検討 60

３－２－２ 新たな制度の活用 60

３－３ 推進体制づくり
３－３－１ 地区ごとの推進体制づくり 63

３－３－２ 公園事業全体の進行管理の仕組みづくり 64

○にぎわい公園づくりの実現性を高めていくため、公園等の維持管理を担う各総合支所単位で、多様な地域の特
性を踏まえた取組の展開をより具体的に示すものとして、５地区の方針を設定

○各公園等の整備・管理・利用の方向を示す指針として「公園等に個性を持たせるタイプ区分（利用タイプ）」
と「区内や地区内での公園等の役割・位置づけ」を設定

第Ⅴ編 取組の推進に向けて

❚配置計画図

○各総合支所において公園管理、区民協働を担う部署が
連携を図り、指定管理者と適切に役割分担をしつつ、
多様な主体の協働・連携により、公園等の維持管理、
活用を推進

○土木課公園計画担当が毎年度、事業進捗調査を行い、
結果について、「街づくり等に関する検討委員会」の
下部組織である「公園等検討部会」で公園事業に関連
する各部署と共有し、進捗確認・課題共有・対応策の
検討などの進行管理を実施

○課題への対応は、各総合支所まちづくり課が実施

❚進行管理体制

区、事業者

主な担い手

区、指定管理者
ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ団体

全ての主体

主な担い手

主な担い手

区

区、事業者

区、事業者

主な担い手

第Ⅱ編 みんなでつくろう！にぎわい公園2022

第Ⅲ編 進めよう！おもてなし公衆トイレ2022

◆ 施策の体系

◆ 施策の体系

❚各地区の公園等の整備・管理運営の方針

芝地区

麻布地区

赤坂地区

高輪地区

芝浦港南地区

○ウォーターフロントの環境を生かした、水辺空間、
自然とのふれあいの場の創出

○それぞれの公園等の立地と資源を生かした、働く
人々の憩いの場、子どもたちがのびのびと遊べる
場、活動的なレクリエーションの場の形成

○自然と触れ合いながら遊べる公園、緑や花を楽し
みながらくつろげる公園など、高輪地区の特徴で
ある豊かな緑と自然を生かした公園づくり

○地域のコミュニティを育む場として公園等の活用

○自然、歴史、文化を生かしつつ、住む人、訪れる
人が楽しめる公園づくり

○赤坂・青山地区の地域特性や区民のライフスタイ
ルに合わせて身近な公園等を選べる環境づくり

○歴史ある有栖川宮記念公園、麻布十番一帯の公園、
多くの子どもたちでにぎわう公園、洗練された商
業・業務地である六本木地区の公園等やオープン
スペースなど、地区の多様な特性と資源を生かし
た個性ある公園づくり

○ビジネス街における、働く人、区を訪れる人がく
つろげる公園、まちのにぎわいの拠点となる公園
づくりと、住宅地における住民の交流やコミュニ
ティ活動の場となる公園づくり

○歴史と新しいまちが融合する地区にふさわしい公
園の利活用
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